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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成16年２月16日に公表した通期連結業績予想及び通期単独業績予想を下記のとおり修正い

たしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 
１．平成 16 年 12 月期 連結業績予想数値の修正（平成 16 年１月１日～平成 16 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 16 年２月 16 日発表） 
60,000 3,200 2,200

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 51,000 3,700 2,200

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 9,000 500 0

増 減 率（％） △15.0 15.6  -

 

（ご参考） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前期実績（平成 15 年 12 月期） 66,751 3,190 2,029

 

 

２．平成 16 年 12 月期 単独業績予想数値の修正（平成 16 年１月１日～平成 16 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 

（平成 16 年２月 16 日発表） 
27,000 1,500 850

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 19,400 2,100 1,100

増 減 額（Ｂ－Ａ） △ 7,600 600 250

増 減 率（％） △ 28.1  40.0  29.4

 

 

 



 

（ご参考） 

 売上高 経常利益 当期純利益 

前期実績（平成 15 年 12 月期） 39,473 1,422 795

 

３．修正の理由 

売上高につきましては、新規プロジェクトの受注時期が予想よりも遅れたこと及び大型プ

ロジェクトを年内に受注できなかったことが、工事進行基準によって計上する建造工事の売

上高に影響しており、連結・単独ともに予想を下回る見込みとなりました。 

利益面では、Ｌａｎｇｓａ ＦＰＳＯのチャーター契約再開が遅れたものの、既存プロジ

ェクト建造工事の進捗率向上や利益率の高いその他工事が収益に貢献したこと、及びＭＯＤ

ＥＣ Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ Ｌ．Ｌ．Ｃ．社を１００％出資子会社としたこと等が増

益要因となって、経常利益は計画値を上回り、当期純利益は予想通りとなる見込みでありま

す。 

なお、配当金につきましては、公表のとおり１株あたり３円 75 銭の期末配当を実施し、

中間配当とあわせて通期で１株あたり７円 50 銭とすることを予定しております。 

 

以 上 


